
審 議 会 等 の 会 議 結 果 報 告 書 

 課所名 生 涯 学 習 課 

会 議 名 令和 5 年度第 2 回諏訪市子ども読書活動推進委員会 
第 4 次子ども読書活動推進計画 第 1 回策定委員会 

開催日時 令和 5 年 8 月 22 日（火）午後 3 時 30 分～5 時 00 分 

開催場所 諏訪市図書館 第 1 会議室 

出 席 者 

（出席委員）竹内委員長・矢﨑副委員長・赤羽委員・市川委員・ 
松井委員・後藤委員・加藤委員・飯田委員 

（欠席委員）八代委員・増田委員 
（事務局）三輪教育長・細野教育次長・宮阪生涯学習課長・茅野図書館長・宮坂主査 
（オブザーバー）草間教育委員 

資   料 「第 3 次諏訪市子ども読書推進計画検証シート」等 
協議議題（内容）及び会議結果（要旨） 

１、開会（宮阪生涯学習課長） 

２、任命書の交付 

３、自己紹介 

４、教育長あいさつ 

５、副委員長の選任 

６、委員長あいさつ 

７、協議事項 

   （１）第3 次諏訪市子ども読書活動推進計画の振り返り 

（２）第4 次諏訪市子ども読書活動推進計画（案）について 

８、その他 
９、閉会（草間教育委員） 
＜主要意見＞ 

○令和 5 年度より諏訪市教育委員会の図書館教育委員会の活動を再編。司書教諭10 名、図書館司書 10 名で

連携を取り、図書館や読書に関する活動を始めている。 
○支援が必要な子に対して、市図書館が所蔵するツールを図書館教育委員会で紹介したり、市内小中学校でツ

ールを巡回貸出しして、教職員や児童生徒に実際に触れてもらう機会を持つのはどうか。 
○風樹文庫や岩波茂雄について伝えるに当たり、学校司書だけの力では限界がある。郷土学習（すわっこ学

習・諏訪学）で、簡単でもいいので岩波茂雄について取り上げる機会を全員に作ることはできないか。 
○保育園には初めて絵本に触れる子もいる。絵本の持つ力や意味を保護者の方に伝えたい。 
○保育園では基本的に毎日読み聞かせを行っているが、選書が難しいと感じている。 
○「みんなで本を読む日」の活動について、賛否両論あるのは承知しているが、めげずに続けなければならな

い活動と思う。ただ、余り負担にならないよう、兼ね合いを図る必要はある。 
○「朝読書」について、とても大事な活動で、時間の確保は重要。何とか時間を確保してもらいたい。 
○つかいこなし講座（出前講座）について、できれば 5 年と 6 年についても講座を行ってもらえないか。 
○「たねまくブック」について、もう少し新書の種類を増やすといいのでは。 
○タブレットについては、読書の一つの可能性として考えていかなければならない。 


